
年間通しての議会に 

 近年、議会の会期を通年とし

て、常に議会として活動できる制

度を導入している自治体が増えて

きています。 

 この制度を導入すると、突発的

な事態にも議会が機敏に議論でき

たり、招集手続きが簡素になった

りと、議会としての活動がより活

発になることが期待できます。 

導入に向け 

議会運営委員会が検討 

 上越市議会でも、議長から諮問

を受ける形で、議会運営委員会が

この制度の導入に関する検討を行

い、9月27日に答申しました。 

 この答申では、｢来年の選挙

後、適切な時期に通年議会制度を

導入すること｣｢それに向けて行政

側と必要な調整を行うこと｣等が

述べられています。 

行政側との調整がカギ 

 実は、この制度の導入に関する

議論はこれまでも行われてきまし

たが、そのたびに行政側との調整

が整わず、実現に至っていませ

ん。そこで、今回も行政側との調

整がカギになります。 

 行政側とすれば、常に議会が行

われている状態だと、常に議会へ

の資料提供が必要になったり、市

長による専決処分が基本的にでき

なくなったりと、簡単にはうなづ

けない事情もあるようです。 

 行政側との調整では、今

後の注視が必要ですが、調

整に当たっては消極的な姿

勢で臨むことなく、毅然と

導入を求める姿勢を堅持す

ることが重要です。 

 なお、日本共産党議員団

は、この制度の導入を積

極的に進めることを求め

てきましたので、今回の

答申を大きく評価してい

ます。 

 
 

Ｎｏ.８０７  ２０２３年１０月８日 
 

連 橋爪 法一 (吉川区代石) 
絡 上野 公悦 ( ) 
先 平良木哲也 (上中田(金谷区)) 

       上越保健所管内 

       新型コロナ感染症 

       感染者定点報告数 

 9月 4日～9月10日３１.５０ (県２３.５３) 

 9月11日～9月17日３０.５０ (県２０.０８) 

 9月18日～9月24日１３.２５ (県 ９.４５) 

課
題
残
し
た
９
月
議
会 

 
 

 

９
月
定
例
議
会
は
、
昨
年
度
の
決

算
認
定
な
ど32

の
議
案
を
審
議
し

て
、
９
月27

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。 

 

今
議
会
で
は
、
提
案
さ
れ
た
議
案

以
外
に
、
度
重
な
る
市
長
の
失
言
問

題
と
、
通
年
観
光
の
計
画
策
定
委
託

の
不
透
明
な
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に

よ
る
選
定
が
多
く
の
議
員
に
よ
り
一

般
質
問
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
う
ち
失
言
問
題
で
は
、
市
内

の
２
校
の
私
立
高
校
に
対
す
る
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
失
言
に
つ
い
て
、
ど

う
考
え
、
ど
う
対
処
し
た
か
が
問
わ

れ
ま
し
た
。 

 

市
長
は
両
校
へ
の
謝
罪
な
ど
一
連

の
経
過
と
、
自
ら
の
姿
勢
に
関
し
て

釈
明
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
も
丁

寧
に
謝
罪
す
べ
き
相
手(

生
徒
、
保
護

者
、
卒
業
生)

へ
の
姿
勢
に
関
し
て
は

直
接
の
謝
罪
は
な
く
、
誠
意
あ
る
姿

勢
と
は
言
い
が
た
い
の
が
実
情
で

す
。 

 

通
年
観
光
の
支
援
業
者
選
定
で

は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
っ
て

審
査
し
た
結
果
、
従
業
員
が
０
人
の

会
社
を
選
定
し
ま
し
た
が
、
そ
の
会

社
が
実
際
の
事
業
を
再
委
託
す
る
内

容
が
不
自
然
で
あ
っ
た
り
、
あ
た
か

も
そ
の
会
社
が
選
定
さ
れ
る
こ
と
が

事
前
に
決
ま
っ
て
い
た
か
の
よ
う
な

疑
問
が
わ
い
た
り
す
る
経
緯
が
あ
り

ま
す
。 

 

こ
の
疑
問
に
対
す
る
説
明
も
明
確

で
は
な
く
、
ま
す
ま
す
疑
問
が
わ
い

て
い
る
の
が
実
態
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
市
政
に
関
す
る
課

題
を
残
し
た
９
月
議
会
で
し
た
。 

最
終
日
に
橋
爪
議
員
が
討
論 

 

議
会
最
終
日
に
は
、
閣
議
案
の
採

決
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
先

だ
っ
て
各
会
派
が
議
案
そ
れ
ぞ
れ
に

関
す
る
賛
否
の
討
論
を
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

日
本
共
産
党
議
員
団
か
ら
は
、
橋

爪
議
員
が
代
表
し
て
討
論
を
行
い
ま

し
た
。
討
論
で
は
、｢
市
民
の
暮
ら
し

を
守
る
こ
と
に
な
ら
な
い
４
つ
の
議

案
に
関
し
て
反
対
す
る｣

と
い
う
こ
と

を
毅
然
と
し
て
述
べ
ま
し
た
。 

一
般
会
計
決
算
認
定
な
ど 

 

反
対
し
た
の
は
、
一
般
会
計
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
介
護
保
険

特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
の
決
算
認
定
で
す
。 

 

一
般
会
計
で
は
、
補
聴
器
購
入
補

助
制
度
新
設
や
歳
児
の
保
育
料
軽
減

の
対
象
拡
充
な
ど
、
市
民
の
願
い
に

応
え
る
施
策
も
あ
っ
た
と
し
な
が
ら

も
、
市
の
職
員
の
非
正
規
職
員
比
率

が
依
然
と
し
て
高
い
点
、
学
校
給
食

調
理
業
務
の
民
間
委
託
が
さ
ら
に
拡

大
さ
れ
て
い
る
点
、
公
共
施
設
を
廃

止
、
譲
渡
し
て
い
る
点
、
同
和
対
策

に
力
点
を
置
い
た
事
業
が
行
わ
れ
て

い
る
点
、
地
方
自
治
破
壊･

国
民
監

視･

人
権
無
視
に
つ
な
が
る
行
政
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
無
批
判
に
容
認
し
て
い

る
点
、
膨
大
な
財
政
調
整
基
金
を
市

民
生
活
擁
護
に
活
用
し
な
い
点
な
ど

を
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

医
療
や
介
護
の
３
つ
の
特
別
会
計

で
は
、
年
々
負
担
が
重
く
な
り
、
し

か
も
負
担
軽
減
の
対
象
に
な
っ
て
い

る
一
部
の
世
帯
を
除
く
と
、
所
得
の

低
い
世
帯
ほ
ど
過
酷
な
負
担
に
な
っ

て
い
る
点
を
指
摘
し
、
一
刻
も
早

く
、
応
能
負
担
の
原
則
を
よ
り
遵
守

す
る
保
険
料
体
系
に
す
べ
き
だ
と
主

張
し
ま
し
た
。 


